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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月22日(2016.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼内レンズが内部にセットされる筒状の挿入器具本体と、前記挿入器具本体にセットさ
れた前記眼内レンズを先端側に押し出すために前記挿入器具本体の筒内で軸方向に進退移
動可能に設けられる押出手段と、を備えた眼内レンズ挿入器具を収容する眼内レンズ挿入
器具収容ケースであって、
　前記眼内レンズ挿入器具を複数の箇所で保持する複数の保持部を備え、
　前記複数の保持部は、
　形状が互いに異なる複数種類の前記眼内レンズ挿入器具の各々の形状に応じて設けられ
た複数の個別保持部を備えたことを特徴とする眼内レンズ挿入器具収容ケース。
【請求項２】
　請求項１に記載の眼内レンズ挿入器具収容ケースであって、
　前記複数の保持部は、
　前記複数種類の眼内レンズ挿入器具のいずれもが装着される共用保持部を備えたことを
特徴とする眼内レンズ挿入器具収容ケース。
【請求項３】
　請求項２に記載の眼内レンズ挿入器具収容ケースであって、
　前記共用保持部は、
　前記軸方向に交差する方向の両側から前記挿入器具本体を挟み込む共用本体保持部を、
前記軸方向において異なる位置に複数備えることを特徴とする眼内レンズ挿入器具収容ケ
ース。
【請求項４】
　請求項３に記載の眼内レンズ挿入器具収容ケースであって、
　前記複数の共用本体保持部の間に、前記挿入器具本体を把持するための指が挿入される
空間を形成する把持空間形成部を備えたことを特徴とする眼内レンズ挿入器具収容ケース
。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の眼内レンズ挿入器具収容ケースは、１枚のシートを
変形させることで凹凸が形成された形状であって、前記眼内レンズ挿入器具収容ケースと
、前記眼内レンズ挿入器具収容ケースに収容された前記眼内レンズ挿入器具とを備えたこ
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とを特徴とする眼内レンズ挿入システム。
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